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顔写真

ヒトの視覚特性を考慮した，生活行為に適した光環境に関する研究

研究概要 アピールポイント

　日常生活を送るうえで必須な「光」ですが、私たちはこの光からさまざ

まな情報を得ています。日中と夜間では物の見え方が大きく異なるよう

に、光の種類が異なると、明るさや色、物体の質感などの視覚的な側面

のほか、快適さやストレスなどの心理的な側面にも影響を及ぼします。

また、年齢などの要因によって物の見え方は変化します。このような、ヒ

トの眼光学特性に着目しながら光の性質の違いがもたらす「見え方」や

「感じ方」の違いについて実験的に検討を行うことで、視覚メカニズムの

解明や、生活の質を高める光環境について検討しています。

１．メラノプシン神経節細胞（ipRGC）が、明るさの知覚や色の知覚に

　　与える影響の加齢効果

２．住宅における生活行為に適した照明環境

１．視覚科学の研究として、網膜神経節細胞であるメラノプシン細胞の視覚

的機能を明らかにすることを目的として、若齢者や高齢者などを対象とし

て心理物理実験を行っています。メラノプシン細胞とは、2000年ごろに

発見された光に反応する網膜神経節細胞であり、とくに短波長（青い光）に

感度が高いことが知られています。発見当初は、体内時計の調整のような

目に見えない機能に主に寄与するとされてきた細胞ですが、近年では、明

るさの知覚や色の知覚など、目に見える機能にも影響することがわかって

きました。私は、とくに目に見える機能について研究しており、現在はその

視覚的効果の年齢による違いに着目して研究を行っています。光に含まれ

る分光分布をうまく操作して、メラノプシン細胞を強く刺激する光、弱く刺

激する光を作製し、実際にヒトに観察してもらって明るさの知覚などを評

価していただいています。この研究を通じて、年齢に応じた適切な照明環

境の構築や、ユニバーサルデザインなどへの応用が期待されます。

２．住宅における生活行為に適した照明環境に関する研究として、現在は

食肉の焼成に適した照明環境について研究しています。肉が焼けたかどう

かを判断するためには、色やつやなどの視覚による手がかりが重要です。

また近年は、LED照明が普及していますが、従来光源の蛍光ランプや白熱

電球に比べ、光の分光分布を容易に制御できます。しかし、物体の色は、光

の分光分布と物体の分光反射率で決定されることから、分光分布が異なる

と、色の見えや質感などが変わって知覚されます。そこで、光の分光分布を

操作して、いろいろな照明条件下における食肉の色を二次元で測定し、測

定した肉の色をディスプレイに再現し、主観評価実験をおこなうことで、食

肉の焼成に適した照明条件を検討しています。

視覚心理 / 視覚科学 / 色彩工学 

日本視覚学会 / 日本色彩学会 / 照明学会 / 日本感性工学会 / 日本建築学会

波長

放
射
輝
度

波長

放
射
輝
度

メラノプシン細胞の刺激される量が
異なる光刺激対（イメージ）

光を観察したときの「明るさ」や「色」の
感じ方の違いを定量的に検討

物体の色を測色するための装置の内部

2500 Kの照明下
における肉

6500 Kの照明下
における肉

光刺激Aの分光分布 光刺激Bの分光分布
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光刺激Aに対する
光感受性細胞の刺激量

光刺激Bに対する
光感受性細胞の刺激量
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